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発掘調査範囲：約約約約24.9ha （予定）八条・大安寺周辺地区土地区画整理事業（組合施行）予定発掘調査費用：約約約約74.7億円億円億円億円（24.9ha×30,000円）発掘調査期間：約約約約14.6年年年年（2班体制） 24.9ha/(8,500㎡×2班)=14.6年１班体制：発掘調査員2名作業員6名発掘調査面積：8,500㎡/年・1班
現状

課題古都である地域性から、企業立地等の需要があるにもかかわらず発掘調査の事業者負担が重く開発事業が進まない。

背景

具体例

：事業化検討区域

市内に有する平城京は、東西約4.3km、南北約4.8kmの長方形の東側に東西約
1.6km、南北約2.1kmの外京を加えた総面積は約2,500haとなっている。平城京範囲内の発掘調査は全掘であり、またその他の範囲においても埋蔵文化財包蔵地を多数有している。 平城京図 出典：奈良文化財研究所

製造業をはじめ物流業・研究開発等の拠点として、近隣府県や県内、外資系の企業より7,000㎡台を中心に大規模なものでは5ha程度の立地需要がある。
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